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研修・学習会などにご利用ください

　12月９日、大阪労連と大阪争議団共闘会議は「大
阪からすべての争議をなくそう！」と秋の争議支援
総行動を実施。スタート集会には180人が参加、班
分けを行ってから８つの企業・自治体に要請や抗議
宣伝を行いました。

大
阪
か
ら
す
べ
て
の

大
阪
か
ら
す
べ
て
の

争
議
を
な
く
そ
う
！

争
議
を
な
く
そ
う
！

　12月11日、北河内地区協議会は民法協の協力のも
と第38回権利討論集会を38人の参加で開催。午前は
民法協の西川事務局長を講師に「憲法改悪阻止と労
働組合の役割」を学習し、午後の分散会では春闘要
求とストライキにについて討議を行いました。

北
河
内
地
区
協
議
会「
第

北
河
内
地
区
協
議
会「
第
3838
回回

権
利
討
論
集
会
」を
開
催　
　

権
利
討
論
集
会
」を
開
催　
　

　豊能地区協議会は、12月20日、阪急庄内駅にて最
賃宣伝を８人参加で実施。「全国一律最低賃金制度
の導入を、最低賃金大幅引上げを」と訴え、ティッ
シュビラは420枚配布。署名された方から「最低賃
金があがるように頑張って」と激励を受けました。

「
最
低
賃
金
あ
が
る
よ
う
に

「
最
低
賃
金
あ
が
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
」と
の
声
が

頑
張
っ
て
」と
の
声
が　
　
　
　

　１月４日、大阪労連と大阪春闘共闘委員会は新春
宣伝を実施。「物価高を上回る賃上げを、労働組合
で実現しよう」「日本を戦争する国にさせない」「大阪
府・市ダブル選挙では、カジノよりいのち・暮らし
を優先する政治へ」と訴えました。各地域でも新春
宣伝が取り組まれました。

新
春
宣
伝
・
カ
ジ
ノ
よ
り

新
春
宣
伝
・
カ
ジ
ノ
よ
り

い
の
ち
・
暮
ら
し
優
先
を

い
の
ち
・
暮
ら
し
優
先
を

労
働
者
が
声
を
上
げ

　
　

物
価
高
以
上
の
賃
上
げ
を

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
と

　
　
　

仲
間
増
や
し

仲
間
を
広
げ
、憲
法
が
い
き
る
職
場
と
社
会
へ

　

学
習
会
の
中
で
中
村
さ
ん

は
「
労
働
組
合
の
枠
を
越
え

た
懇
談
会
を
作
り
、
そ
こ
に

建
設
業
界
な
ど
と
話
し
合
っ

て
『
ダ
ン
ピ
ン
グ
の
横
行
と

ワ
ー
キ
ン
グ
・
プ
ア
を
な
く

そ
う
』
の
一
点
で
運
動
を
広

げ
た
。
各
会
派
要
請
を
行

い
、
そ
の
後
、
区
議
会
で

　

12
月
13
日
、
公
契
約
法
の
実
現
を
め
ざ
す
大

阪
懇
談
会
は
、
講
師
を
世
田
谷
地
区
労
働
組
合

協
議
会
議
長
の
中
村
重
美
さ
ん
に
お
願
い
し

て
、「
世
田
谷
区
に
お
け
る
公
契
約
条
例
の
運

用
改
善
を
目
指
す
取
り
組
み
の
現
局
面
と
課

題
」
を
テ
ー
マ
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
併
用
し
た

学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

カジノ反対署名提出行動

総がかり宣伝講師の中村重美さん

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
労
働
組
合
の
真
価
を

発
揮
し
、
要
求
の
当
事
者
が

た
た
か
い
を
広
げ
、
い
の
ち

と
暮
ら
し
を
守
る
職
場
と
日

本
に
転
換
す
る
年
に
し
て
い

倍
元
首
相
の
「
国
葬
」
強
行

な
ど
岸
田
首
相
も
含
む
政
治

家
た
ち
が
深
く
汚
染
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
明
ら
か
で
す
。

　

し
か
し
、
内
閣
支
持
率
の

低
迷
や
３
閣
僚
の
更
迭
に
追

い
込
ま
れ
た
岸
田
政
権
は
、

旧
統
一
協
会
疑
惑
の
解
明
を

被
害
者
救
済
法
で
ご
ま
か

し
、
ロ
シ
ア
・
北
朝
鮮
・
中

国
な
ど
の
動
き
を
利
用
し
て

安
全
保
障
の
危
機
を
宣
伝

し
、
大
軍
拡
・
原
発
推
進
・

改
憲
へ
と
世
論
を
誘
導
し
て

い
ま
す
。
こ
の
世
論
誘
導

は
、
昨
年
５
月
23
日
に
岸
田

首
相
が
バ
イ
デ
ン
米
大
統
領

に
誓
約
し
た
内
容
の
具
体
化

で
あ
り
、
防
衛
費
２
倍
へ
の

増
額
や
、
増
税
と
原
発
新
増

設
・
建
て
替
え
・
再
稼
働
・

運
転
期
間
60
年
延
長
指
針
な

ど
、
国
会
無
視
の
閣
議
主
導

で
強
行
さ
れ
て
き
た
も
の
で

す
。
マ
ス
コ
ミ
が
ま
と
も
に

批
判
せ
ず
、
野
党
の
足
並
み

も
揃
わ
な
い
中
で
、
し
か
し

世
論
は
安
倍
国
葬
で
急
落
し

た
内
閣
支
持
率
を
さ
ら
に
低

下
さ
せ
て
い
ま
す
。
12
月
の

毎
日
新
聞
の
世
論
調
査
で

は
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保

有
に
は
賛
成
59
％
と
揺
ら
ぎ

も
見
え
ま
す
が
、内
閣
支
持

率
は
25
％
、不
支
持
率
は
69

％
、
防
衛
費
の
増
税
に
は
賛

成
23
％
、
反
対
69
％
と
、
平

和
と
民
主
主
義
を
求
め
る
世

論
は
し
っ
か
り
と
息
づ
い
て

い
ま
す
。

　

物
価
は
上
が
る
の
に
賃
金

は
上
が
ら
ず
、
実
質
賃
金
は

下
が
り
続
け
、
労
働
者
の
生

活
は
窮
地
に
追
い
込
ま
れ
、

特
に
低
賃
金
・
不
安
定
雇
用

労
働
者
の
生
活
と
雇
用
の
改

善
は
急
務
で
す
。
輸
出
大
企

業
の
内
部
留
保
が
５
０
０
兆

円
を
超
え
、
日
銀
が
わ
ず
か

と
は
い
え
金
利
引
き
上
げ
に

動
く
な
ど
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

の
失
敗
が
い
よ
い
よ
具
体
的

に
な
る
い
ま
、労
働
者
・
国
民

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

物
価
上
昇
以
上
の
賃
上
げ
を

実
現
し
、
消
費
を
拡
大
し
、

地
域
の
経
済
を
回
す
こ
と
が

必
要
で
す
。
決
し
て
大
軍
拡

増
税
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

大
阪
で
は
維
新
政
治
が
、

議
会
の
多
数
派
の
み
が
正
義

だ
と
ば
か
り
に
反
対
意
見
や

少
数
意
見
を
無
視
し
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
切
り
捨
て
と
暮
ら

し
や
営
業
の
破
壊
、
労
働
者

の
権
利
侵
害
を
す
す
め
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
ら
強
権
政
治

は
、「
や
っ
て
る
感
」
だ
け

の
コ
ロ
ナ
対
策
と
い
う
決
定

的
な
弱
点
を
晒
し
て
い
ま

す
。
な
お
大
阪
で
は
維
新
政

治
へ
の
支
持
も
存
続
し
て
い

ま
す
が
、
カ
ジ
ノ
誘
致
に
し

が
み
つ
き
、
幻
想
を
ウ
ソ
と

ペ
テ
ン
で
塗
り
固
め
な
が
ら

強
引
に
す
す
め
る
し
か
、
存

在
意
義
を
示
せ
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
カ
ジ
ノ
も
賭

博
自
体
の
問
題
、
夢
洲
の
土

地
改
良
と
維
持
の
た
め
の
公

金
支
出
や
環
境
汚
染
問
題
、

地
代
の
談
合
疑
惑
な
ど
、
私

た
ち
や
市
民
運
動
の
と
り
く

み
で
、
様
々
な
問
題
が
可
視

化
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
春

の
統
一
地
方
選
挙
、
特
に
大

阪
府
知
事
選
・
大
阪
市
長
選

は
、
維
新
政
治
を
転
換
す
る

た
た
か
い
で
す
。

　

23
国
民
春
闘
は
、「
賃
金

上
げ
ろ
！
」
の
大
波
を
つ
く

り
、
統
一
行
動
へ
の
結
集
を

強
め
、
職
場
で
は
ス
ト
ラ
イ

キ
な
ど
交
渉
力
を
最
大
限
に

高
め
て
た
た
か
い
ま
し
ょ

う
。
職
場
で
も
地
域
で
も
、

要
求
の
当
事
者
で
あ
る
仲
間

を
広
げ
、
憲
法
が
い
き
る
職

場
と
社
会
へ
、
労
働
者
が
労

働
組
合
で
声
を
上
げ
、「
た

た
か
え
ば
前
進
で
き
る
年
」

に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

大
阪
労
連
議
長　
　

菅　

義
人

なかまを増やし職場・地域から
非正規の運動をつくっていこう

非正規労働者部会総会非正規労働者部会総会 民間部会総会民間部会総会

公
契
約
条
例
を
制
定
し
て

ワ
ー
キ
ン
グ・プ
ア
を
な
く
そ
う

公契約法の実現をめざす大阪懇談会

『
世
田
谷
区
公
契
約
の
あ
り

方
検
討
委
員
会
』の
設
置
を

承
認
。有
識
者
に
よ
る
検
討

委
員
会
で
は
実
態
調
査
や
ヒ

ア
リ
ン
グ
（
業
者
や
労
働
者

に
ア
ン
ケ
ー
ト
）
な
ど
を
行

い
、
入
札
制
度
改
革
の
素
案

を
作
成
。
市
民
に
対
し
て
は

数
回
に
わ
た
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し
て
、
公
契
約
条

例
の
周
知
を
行
っ
た
。
そ
の

結
果
、
２
０
１
５
年
４
月
に

公
契
約
条
例
が
制
定
さ
れ

た
」
と
運
動
経
過
を
語
り
、

条
例
制
定
後
は
「
公
共
事
業

の
総
合
評
価
方
式
に
公
契
約

評
価
点
を
取
り
入
れ
、
労
働

条
件
（
賃
金
・
福
祉
・
障
害

労
働
組
合
の
枠
を

超
え
た
取
り
組
み
を

者
雇
用
・
若
年
者
雇
用
な

ど
）
が
高
い
ほ
ど
評
価
点
が

高
く
な
る
。ま
た
、業
務
委
託

契
約
に
労
働
報
酬
下
限
額
が

設
け
ら
れ
２
０
２
２
年
度
は

最
低
賃
金
を
上
回
る
１
１
７

０
円
に
な
っ
て
い
る
。
数
年

以
内
に
１
５
０
０
円
に
な
る

よ
う
に
運
動
を
進
め
て
い

る
。
条
例
の
問
題
点
と
し
て

は
、
入
札
参
加
条
件
に
雇
用

継
続
を
入
れ
て
い
な
い
こ

と
、
今
後
の
運
動
の
課
題
に

な
る
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

労
働
者
が
安
全・安
心
で

働
け
る
環
境
を

　

こ
の
よ
う
に
公
契
約
条
例

が
制
定
さ
れ
た
自
治
体
で

は
、
入
札
で
の
賃
金
引
き
下

げ
競
争
に
歯
止
め
を
か
け
、

労
働
者
が
「
安
全
・
安
心
」

で
働
け
る
環
境
づ
く
り
が
進

ん
で
い
ま
す
。
そ
う
な
れ
ば

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
も
向
上

し
、
地
域
経
済
も
活
性
化
に

つ
な
が
り
ま
す
。
今
後
も
大

阪
府
内
の
自
治
体
で
の
公
契

約
条
例
の
制
定
を
め
ざ
し
て

運
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

は
、「
仲
間
を
増
や
し
て
、

物
価
高
以
上
の
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
を
」
を
大
き
く
掲
げ
な
が

ら
、
要
求
を
軸
に
し
た
対
話

を
す
す
め
て
い
く
こ
と
と
、

役
員
体
制
を
参
加
者
全
員
で

確
認
し
ま
し
た
。

き
ま
し
ょ
う
。
今
年
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
末
、
臨
時
国
会
閉
会

直
後
に
岸
田
政
権
が
閣
議
決

定
し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
安
保

関
連
３
文
書
」
の
改
定
は
、

「
専
守
防
衛
」
を
投
げ
捨
て

て
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」
を

保
有
し
、
大
軍
拡
増
税
で
軍

事
費
倍
増
と
い
う
戦
後
日
本

の
安
全
保
障
政
策
の
重
大
な

転
換
で
、
憲
法
を
変
え
ず
に

９
条
を
蹂
躙
し
、
く
ら
し
と

平
和
を
破
壊
す
る
暴
挙
で
、

断
じ
て
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

自
民
党
の
強
権
政
治
と

「
新
自
由
主
義
」
が
、
コ
ロ

ナ
感
染
拡
大
や
デ
フ
レ
と
物

価
高
騰
の
克
服
に
も
無
力
で

あ
る
こ
と
、
強
権
政
治
が
自

民
党
と
旧
統
一
協
会
の
癒
着

に
よ
っ
て
す
す
め
ら
れ
、
安

で
第
33
回
定
期
総
会
を
開

催
。
１
年
間
の
活
動
の
ま
と

め
を
提
案
し
、
23
春
闘
で

　

大
阪
労
連
・
非
正
規
労
働

者
部
会
は
12
月
16
日
に
、
22

　

大
阪
労
連

民
間
部
会
は

12
月
14
日
、

22
人
の
参
加

2023
春闘勝利で

人
が
参
加
し
て
第
12
回
総
会

を
開
催
し
、
経
過
と
次
年
度

方
針
・
新
役
員
体

制
を
確
認
し
ま
し

た
。
討
論
で
は
８

組
織
よ
り
、
職
場

で
の
非
正
規
労
働

者
の
組
織
拡
大
や

労
働
条
件
向
上
に

向
け
た
取
り
組
み

な
ど
の
発
言
が
続

き
ま
し
た
。「
最

低
賃
金
全
国
一
律

制
度
・
最
賃
１
５

０
０
円
以
上
の
実

現
と
仲
間
を
増
や

し
、
職
場
・
地
域

か
ら
非
正
規
の
運

動
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
」
と

総
会
ア
ピ
ー
ル
が
提
案
さ

れ
、
参
加
者
全
員
で
確
認
し

て
総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。


